
甲賀市企業人権啓発推進協議会 (以下企人協という )

第 22 回総会にて全議案承認
2026年4月24日(金)14：30より碧水ホール(水口町)に
おいて企人協第22回総会が開催されました(出席者78
名、委任状105名)。
総会の前には、令和7年度人権標語優秀作品の表彰が行わ
れ、12名の入選者に山村会長から表彰状と副賞が授与さ
れました。
　総会の冒頭に、山村会長から挨拶があり、『人権への
取り組みは、企業の持続的成長を支える経営の核そのも
のである。働く人みんなが「自分らしく安心して力を発

揮できる職場」を築くことが、イノベーションを生み、企業
の競争力につながると確信している。企人協にて、この大き
な課題に対する解決のヒントを共有できればと願う。「誰も
が輝ける社会」の実現に向けて共に進んでいきたい』との力
強い発言がありました。続いて、来賓の甲賀市副市長　伴孝
史様、および甲賀公共職業安定所所長　今村嘉浩様から祝辞
をいただきました。
　その後、提案された5議案が原案とおり賛成多数で承認され
ました。

第1号議案 2025年度事業報告について
第2号議案 2025年度収支決算について
第3号議案 2026年度事業計画（案）について

第4号議案 2026年度収支予算（案）について
第5号議案 2026年度役員（案）について

人権標語入選者の皆様

挨拶する山村会長
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最優秀
作品

優秀
作品

甲賀農業協同組合　中尾　芳則

公益財団法人あいの土山文化体育振興会　松岡　由香利

トヨタ紡織滋賀㈱　白杉　直子

近畿労働金庫水口支店　北浦　直美

社会福祉法人甲賀市社会福祉協議会　合屋　圭子

ＴＯＴＯ ㈱滋賀第二工場　旭　　光輝

住友電工ウインテック㈱　足立　　茜

甲賀協同ガス㈱　前川　智樹

医療法人社団仁生会甲南病院　増山　善則

㈱滋賀松風　富本　莉央

京都建物辻正㈱　増田　　守

あいさつは　心のドアを　開くカギ

その書き込み　面と向かって言えますか

認め合い　ともに歩む　多様な未来

一人一人の良いところ　気づいて活かして　かがやく社会

ミャクミャク（脈々）と　広げよう　未来輝く　人権の輪

先入観　未来の光を　遮断する

あいさつと　感謝の言葉を　自分から　みんなで作ろう　明るい職場

お互いに　少しの譲歩と思いやり

見直そう　勇気をもって　自分から

その考え　とらわれていませんか　「先入観」

認め合う　その優しさで　個性がいきる

１.　会議
■ 総会開催  4月24日
　■ 理事会・専門部会 適時

２.　研修部
■ 総会特別研修  4月24日
■ 経営者トップ研修 7月10日
■ 人権フォーラム 9月
■ 会員企業従業員対象フィールドワーク研修
  10月
■ 会員企業従業員対象人権研修 12月
■ 役員対象フィールドワーク研修 2月

2026年度 事業計画

7月は「なくそう就職差別 企業内公正採用・人権啓発推進月間」です

３.　啓発・広報部
■ 広報誌『共に生きる』発行年2回 6月・12月
■ 会員企業向け啓発グッズの配布 6月～7月
■ 甲賀市人権教育研究大会 9月
■ 人権標語の募集 12月
■ 人権標語のステッカー配布 3月
■ ホームページの更新 都度

４.　雇用部
■ 役員対象障がい者雇用にかかる学習会 11月

５.　その他
■ 会員獲得に向けた取り組み 年間
■ 関係団体との連携 年間



202 年度従業 対象人20202025255年55年年度度従従業業員員員対象対象人象人人権権研研修研修 02【【22002255年年年1122月月55日（（金）金））】2025年度従業員対象人権研修 【2025年12月5日（金）】

　本日の講演を拝聴し、テクノロジーが劇的に進化
する現代において、私たちが守るべき「人権」の在
り方を改めて深く考えさせられました。特に印象的
だったのは、AIやSNSという便利な道具が、使い方
を一歩誤れば容易に他人を傷つけ、深刻な人権侵害
の加害者になり得るという現実です。
　講師の先生は、差別やいじめといった人権軽視の
行為は、多くの場合「無知」から生まれると指摘さ
れました。正しい知識を持たず、情報の真偽を確か
めないまま、周囲の意見に流されて誰かを排除す
る。こうした「思考の放棄」こそが差別の温床であ
るという言葉に、強い危機感を覚えました。イン
ターネット上では情報の送り手と受け手の境界が曖
昧になり、誰もが瞬時に発信者になれます。だから
こそ、自分の発する言葉が誰かを傷つけていない
か、その情報の背景に何があるのかを正しく知ろう
とする姿勢が、人権を守る第一歩であると感じまし
た。
　また、ネット依存がもたらす判断力の低下につい
ても大きな学びがありました。睡眠時間を削ってま
でスマホに没頭することで脳が覚醒し続け、正しい

判断ができなくなる。その結果、自分の行動に責任
を持てなくなり、他人の痛みに鈍感になってしまう
という連鎖は非常に恐ろしいものです。依存症の背
景には強いストレスや人間関係の希薄さがあるとい
うお話もありましたが、これは個人の問題ではな
く、私たちが働く職場の雰囲気や、周囲との関わり
方そのものが問われているのだと実感しました。
　これからの時代、情報を扱う上でもっとも必要な
のは、高度な技術力ではなく「何のためにその情報
を使うのか」という明確な目的意識と、道徳的な判
断力です。情報は常に、送り手と受け手の間に存在
するものであり、そこには必ず「相手」がいます 。
　今後は、情報を単なるデータとして扱うのではな
く、その先にいる人間を想像する「思いやり」を持
ちたいと思います。自分自身の発信に責任を持ち、
無知による差別を生まないよう学び続けること。そ
して、周囲の変化に敏感になり、誰もが安心出来る
居場所を常に感じられる健やかな環境を作ること。
それが、デジタル社会における人権尊重の具体的な
実践であると確信しました。

（セキスイボード㈱　田代憲一・記）

演題：「インターネットと人権」　生成AI時代の情報モラルと人権意識の在り方
講師：京都ノートルダム女子大学現代人間学部こども教育学科兼社会情報課程教授　神月　紀輔　さん

22 総会後の特別研修第2第22222回回回総会総会後会後の後のの特特別別研修研修修 6年4月24【【22002266年6年4年44月月24244日（（金（（金）金）】第22回総会後の特別研修 【2026年4月24日（金）】

2026年4月24日（金）甲賀市企業人権啓発推進協議会
第22回総会に続いて、特別研修会が開催されまし
た。
　研修内容は、昨年と同題材の「カスタマーハラス
メント」とし、今回はその対策セミナーを特定社会
保険労務士　公認心理師　山田真由子さんに講演し
て頂きました。
　カスタマーハラスメントは、カスハラと略されて

おり、働き方改革が叫ばれたあたりから、よく耳に
する言葉であります。
　この研修では、カスハラ定義、分り難いクレーム
とカスハラの違いの説明、カスハラ行為の型を9種類
に分類し、説明を頂きました。
　カスハラ対策がなぜ必要であるのか、働く人の人
権を守る事の意義を基準に組織として何をすべき
か、何が出来るのかを事例を挙げて詳しく説明をし

て頂きました。
　やはり社内でのコミュニケーションを
計り、統一した見解や対応をマニュアル
作成し、教育して共有する事の大切さを
痛感致しました。
　カスハラへの認識を新たに更新でき
た、有意義な研修でありました。

（㈱滋賀松風　宇野　友一・記）

ように、本
人と企業の
双方を支援
すること。
受け入れる
現場の担当
者の声を聴
き、どのよ
うにしたら、障がい者に継続して就労してもらえる
のか、事業所内全体で障がい者を雇用しないといけ
ない機運があり、見習いたいと感じた。
　また、障がい者自身の配慮してほしいことを書き
出してもらい、見える化しているところや部署への
情報共有のツールとしても、すぐに取り入れたい取
り組みだと感じた。面談の内容も仕事だけでなく生
活面に至るところまで支援しているところは、障が
い者にとって企業で働く中で安心材料となる。合理
的配慮が必要とする障がい者にも優しい企業でいる
ことが、障がい者雇用を継続する上で、大切なこと
と感じた。
　まずは、相手の立場に立つことだと思います。

（㈱ジーテクト　東川弘美・記）

2025年11月5日(水)に甲賀市水口町にある住友電工
プリントサーキット様を訪問させて頂いた。こちら
の事業所で本格的に障がい者雇用をスタートされた
のは1980年代からとのことで、最初は聴覚障害者か
ら雇用をスタートされた。工場にはクリーンルーム
があり、小さな製品を扱っておられ、障害の特性に
よっては細かな作業や繰り返しの作業が得意な人も
いるので、障害の程度や得意・不得意に合わせられ
る業務が多岐にわたり、働ける場所の提供がしやす
い職場だと感じた。
　また、グループ企業ではあるものの障がい者の特
定子会社には属さず、自分たちの事業所で出向者も
常用雇用者も含んで法定雇用率を上回る障がい者の
雇用は、様々な工夫や企業努力により実現されてい
ると思う。
　 ジ ョ ブ
コーチの役
割とは、障
がい者が職
場に円滑に
適応し、安
定して働き
続けられる

がい者雇用に係る学学習・ 談会　障が障ががいい者者雇用雇用用用にに係る係るる学学学習・習・・懇懇懇懇談会談会　 1【【【【22002255年年11月月月55日（（水）水））】障がい者雇用に係る学習・懇談会　【2025年11月5日（水）】

を持つことができるすばらしい取り組みであると思
いました。
　最後に「見えないからこそ見える世界～ちがいを
力に～」という演題で、片岡亮太さん（プロ和太鼓
奏者・パーカッションニストで全盲）が迫力ある和
太鼓演奏と講演をしていいただきました。まず質問
がありました。「みなさん豚汁に絶対入れたい具は
何ですか、豚、みそは除いてくださいね」会場のみ
なさんが「大根、ごぼう、さといも・・・」などい
ろいろな具を言いました。片岡さんは、「キムチ」
と言われました。はじめその答えにびっくりしまし
た。でもしばらくして美味しいかも思いました。こ
こで気づきました、固定観念を持っていること、い
ろいろな考えがあり、それを知ることで、あらたな
発見があり、これが多様性なのだということ。社会
のなかでも、自分の固定観念、狭い範囲でしかみて
いないのではないか、これが偏見を作りだしている
こと。いろいろな人に興味をもち、知ろうとする気
持ちが、偏見のない、差別のない社会を作っていく
ことに気づかされました。　　　
　この大会をとおして自分やいろいろな人に興味を
もち、多様な考え、感じ方を知り、多様性ある社会
を目指して日々過ごしていきたいと思いました。

（（社福）あいの土山福祉会　山田　裕子・記）

2025年11月22日（土）に、秋晴れの中、甲賀市の碧水
ホールにて、人権教育大会が開催されました。
　「誰もが自分らしく生きられる社会をめざして、
知ろう、考えよう、つながろう」を大テーマとし、
実践発表、講演が行われました。
　はじめに、地域の取り組みとして、人権教育推進
協議会紫香楽支部の皆様が、「油断大敵架空請求詐
欺」という題で、朗読劇をしていただきました。パ
ソコンがフリーズして、警告音鳴り響き、その画面
に出てきた、電話番号に電話し、パソコンは直った
が、やり取りする中、お金を取られそうになったと
いう内容でした。相手の弱みにつけこんだ深刻な人
権侵害です。このような事態になったとき、まず家
族や友人などに相談する、また周囲の方の見守りが
大事であると感じました。
　２番目の実践発表では、甲賀市立小原小学校　安
田紘樹教諭が学校での人権の取り組みについて発表
していただきました。まず先生が、人権について学
べる研修があること。また小原小学校での人権に対
する取り組み内容について発表がありました。その
中で、「かがやき発見隊」という取り組みがあり、
自分が輝いていると思うことや、他者が輝いている
ことを発見し、発表するということです。自分の良
いところ、相手の良いとこを発見でき、自己肯定感

人権 育研 大大会に参 してて　人人権権教教教育育研研究究大大究大大大会会にに参参加加しててしてて　 025年1【【2200225年5年年11月月22222日日(土(土)土))】人権教育研究大会に参加して　【2025年11月22日(土)】

御礼の挨拶される山村会長

住友電工プリントサーキットより説明
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